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原文 https://links.org.au/au-loong-yu-hong-kong-opposing-us-militarisation-asia-pacific-should-not-mean-remaining-silent 


属 龍 字 (アウ ・ ロ ン ユ ー) は 香港 出身 の 労働 人 権 活動 家 。 著 書 に 『China's 
Rise: Strength and Fragility 』、『Hong Kong in Revolt』 が ある (※)。 
現在 は 海外 在住 。 イ ンタ ビュ ー の 中 で 、 民 龍 字 は 中 国 の 世界 的 地位 と 平和 ・ 
連帯 活動 へ の 影響 に つい て 語る 。 

※ 訳 注 : 英語 原文 の Al 翻訳 を も と に 、 著 者 か ら 提供 され た 中 国語 訳 を 参考 に し た 。 属 の 
著書 は 、 桁 植 書房 新 社 か ら 『 人 台頭 する 中 国 その 強 接 性 と 脆弱 性 』 (2014 年 、 寺 本 勉 ほ 
か 訳 )、『 香 港 雨傘 運動 : プロ レタ リア 民主 派 の 政治 評論 集 』 (2015 年 、 早 野 一 訳 )、『 香 
港 の 反乱 2019 抵抗 運動 と 中 国 の ゆく え 』 (2021 年 、 寺 本 勉 訳 )、『 万 沢 東 思想 論 稿 
裏切ら れ た 中国 革 命 』( 王 凡 西 ら と の 共著 、2023 年 、 寺本 勉 ほ か 訳 ) が 出版 され て いる 。 


フエ ン テ ス : 左翼 が 直面 する 最大 の 課題 の ひと つ は 、 グ ロー バル 資本 主義 体制 に お ける 中 国 の 位置 づけ を 確 
定 す る こと で し ょ う 。 中 国 の 急速 な 台頭 は 、 多 く の 人 尺 に 、 中 国 は 依然 と し て グロ ー バ ル ・ サ 
ウス の 一 部 な の か 、 そ ぞ それと も 帝国 主義 国 に な っ た の か 、 と いう 疑問 を 抱か せま し た 。 私 た ち 
は 、 今日 の 中 国 の 地位 を どの よう に 理解 すべ き な の で し ょ う が 。 


品 龍 宇 : 問題 は 、 過去 3O 年 間 、 中 国 が 「 普 通 の 第 三世 界 の 国 」 で は な か っ た と いう こと で す 。[ 改 革 開 放 政 策 
が 始ま っ た ] 40 年 前 は 農民 が 大 部 分 を 占め る 国 で し た が 、 今 日 で は 人 口 の GO% が 都市 化 さ れ た 地 
域 に 住み 、 国 家 も 完全 に 工業 化 さ れ て いま す 。 製造 業 は 、 ロ ー エ ンド 製品 か ら ハ イエ ンド 製品 まで 
幅広 く 展 開 し て いま す 。 ぞ その 結果 、 世 界 銀行 に よれ ば 、 中 国 は 高中 所 得 国 へ の 入り 口 を 越え て いま 
す (※)。 し か し 同時 に 、 中 国 の 6 億 の 人 及 が いま だ 月 収 が 10OO 元 ( 約 1 万 5 千 円 ) な の で す 。 


※ 訳 注 : 2022 年 時 点 に お ける 中 国 の 1 人 あたり の 名目 国 民 総 所 得 (GND は 1 万 26O8 ドル で 、 世 銀 が 高 所 得 国 
の 閣 値 と し て 設定 する 1 万 3205 ドル に 迫る 。 
(参照 ) https://www.smtbjp/-/media/tb/personal/useful/report-economy/pdf/133_2.pdf 


中 国 は 同時 に 多く の 要素 を 含み 、 非 常に ユニ ー ク な 国 と な っ て いま す 。 一 人 当たり GDP や 月 収 
を 見 る だ け で 、 中 国 は グロ ー バ ル ・ サ ウス の 一 部 だ と 思わ れる か も し れ ま せん 。 し か し 、 単 一 の 指 
標 め 経済 指標 で は 、 中 国 の 地位 に つい て 明確 な 答え を 出す こと は で きま せん 。 現在 の 中 国 に は まだ 
第 三世 界 的 要素 が 践 っ て いま す が 、 そ の 要素 は 時 代 と と も に 薄れ て いま す 。 そ れ ら の 要素 を 否定 す 
る こと は で きま せん が 、 中 国 の 地位 を 定義 する 要素 の ひと つ に 過ぎ ませ ん 。 中 国 国家 の 定義 に つい 
て 有益 な 結論 を 導き 出す に は 、 中 国 の あら ゆる 要素 を 考慮 し た 上 で 、 国 全体 を 見 渡す 必要 が ある で 
し ょ う 。 


フエ ン テ ス : し か し 、 も し 中 国 が も は や 普通 の 発展 途上 国 で な いな ら 、 自 動 的 に 帝国 主義 的 な 国 と いう こと 
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に な る の で し ょ うか が ? 


国家 の 定義 は 複雑 で 厄介 で す 。 イ エス か ノー か と いう 明確 な 答え は な く 、 答 え は イエ ス で も あ 
り ノ ー で も あり ます 。 私 は 中 国 を 新興 の 帝国 主義 国 、 つ まり 世界 的 な 影響 カ を 持つ 非常 に 強い 地域 
と 表現 し て いま す 。 中国 は 他 の 後発 国 を 支配 する 意図 と 可能 性 を 持っ て いる が 、 ま だ 世界 で は 
その 地位 を 固め て いま せん 。 

な ぜ こ の よう な 定義 な の で し ょ うか や まず は 和 帝国 主義 の 基本 的 な 基準 か ら 考え て み ま し ょ う 。 
帝国 主義 に 関す る レー ニン の 分 析 は 、 特 に 戦後 の 脱 植民 地 化 以降 、 多 く の 更 新 を 必要 と し て いま す 。 
し か し 、 レ ー ニ ン を 起点 と する な ら ば 、 彼 は 帝国 主義 の 特徴 と し て 、 独 占 の 度合 い 、 産 業 資本 と 銀 
行 資 本 の 結合 、 金 融資 本 の 形成 、 資 本 輸出 の 水準 に 言及 し て いま す 。 こ れ ら の 基準 を 中 国 に 当て は 
め れ ば 、 そ ぞ それ ら は すべ て 非常 に 重要 な 形 で 現実 の も の と な っ て いま す 。 

た と えば 今 、 私 た ち は 中 国 の 不動 産 市 場 の バブ ル が 再び 崩壊 する の を 目の当たり に し て いま す 。 
相同 同仁 国有 地 の 私 有 化 (より 正確 に は 土地 使用 権 の 売却 ) の た 
め に ほか が なら な いと いう 事実 を 、 人 及 は し ば し ば 見 落と し て いま す 。 国 有 地 体制 は また 、 不 動産 市 
I 
官僚 機構 と その 取り 巻き の 民間 企業 が 利益 を 得る た め に 、 土 地 を 基盤 と する 金融 資本 が 連合 体 を 形 
成 し て いる と いう こと で す 。 

世界 の 他 の 地域 で は 、 帝 国王 義 の 論理 は 国家 の 支援 を 受け た だ 私 的 資本 こよ っ て 推進 され て いま す 
が 、 中 国 で は 国家 と 国家 資本 が 主要 な プレ ー ヤ ー で す 。 民 間 部 門 が 経済 の 半分 以上 を 占め て いる に 
も か か わら ず 、 そ うな の で す 。 次 の よう に 説明 する 人 が いる か も し れ ま せん 。「 経 済 的 な 管制 高地 の 
多く が 国営 企業 に 独占 され て いる の で あれ ば 、 そ れ は 社会 主義 の 特徴 で ある 社会 的 所 有 や 公 的 所 有 
の 下 に ある こと に な る 。 少 な く と も 、 国 家 が 所 有 権 を 維持 し て いる こと は 、 利 潤 を 追求 する 民間 資 
本 に 対す る 防波堤 と な っ て いる 」。 だ が この よう な 観点 は 、 は る か 以前 に フリ ー ド リヒ ・ エ ン ゲ ルス 
が 、 ビ スマ ルク の 国家 所 有 制 度 を 社会 主義 的 特徴 だ と 考え る 人 々 を 喘 笑 し た こと を 忘れ て いま す 。 
実際 に は 国家 に よる 所 有 と 社会 的 所 有 は まっ だ た く 異 な る も の な の で す 。 

中 国 の 略 故 的 な 国家 の 暴力 装置 は 、 完 全 に 搾取 階 級 に よっ て 支配 され て お り 、 そ の 中 核 は 中 国共 
産 党 の 官僚 で す 。 私 は この 搾取 階級 を 「 ブ ル ジ ョ ア 化 し た 国家 官僚 」 と 呼ん で いま す 。 つ まり 、 中 
に は 一 種 の 「 国 家 資 本 主義 」 が 存在 し て いま す が 、 こ の 種 の 資本 主義 に は それ 自身 の 名 称 が 必要 
RA 中 国 資本 主義 の 最も 重要 な 特徴 を て ら え た 呼び 訪 だ と 
思い ます 。 こ の 名 称 は 、 国 家 が 資本 主義 の 論理 に 敵対 的 な 体制 [ 反 資本 主義 的 な 体制 ] か ら (その 体制 
は じつは 一 gehH き CI に コミ ッ ト し た こと RG な よい の で す が )、 徹 底 的 に 資本 主義 的 な も の へ 変 
狐 し た 過程 に お いて 官僚 が 中 心 的 な 役割 を 果たし つつ 、 暴 力 装 置 と 資本 の 力 を 融合 させ る こと に よ 
a ee な 特徴 を て とら えて いる と 思い ます 。 

この 融合 は 、 官 僚 の 工業 化 推 進 と 国家 主導 の イン フラ 投資 に 新た な 推進 力 を 与え まし た 。 だ が から 
こそ 、 国 家 権 力 と 中 国共 産 党 が 主導 する 中 国 に お ける 資本 主義 復活 は 、 ソ ビエ ト 連 邦 の 崩壊 と は 対 
照 的 に 、 急 速 な 工業 化 を 伴っ た の で す 。 こ れ は ロシア と は 鮮明 な 対比 を な し ます 。 ロ シア に お ける 
資本 主義 復活 は (ソ連 邦 が 崩壊 し 、 従来 の 官僚 支配 集団 の 内 部 対立 に よっ て 始ま っ た が ゆえ に )、 エ 
業 の 破壊 と 非 工業 化 を も た らし まし た 。 ぞ それ に 比べ て 中 国 の 国有 企業 は 党 官 僚 に よっ て 支配 され て 
お り 、 党 官僚 は 国家 権力 を 支配 する こと で 、 労 働 者 階級 の 基本 的 な 団結 権 を 奪 っ て いま す 。 経営 レ 
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ベル で は 、 こ れ ら の 企業 は 官僚 の さま ざま な 部 門 や 派閥 に よっ て 、 し ば し ば 極秘 の 取り 決め に よっ 
て 「 所 有 」 さ れ て いる の で す 。 

2 つの こと を 記憶 し て お く 価 値 が ありま す 。 ま ず 、 か つて の 中 華 帝 国 の 時 代 も 官僚 制 と いう 特徴 
が あり 、 社 会 学者 の な か に は 中 国 を 「 官 僚 社 会 」 と 見 な し て いる 人 も いる の で す 。 王 朝 時代 の 絶対 
主義 は 、 国 家 の 管 理 を 貴族 階級 か ら 忠 実 な 官僚 に 置き 換え る こと で 可能 に な っ た の で す 。 官僚 と 皇 
帝 の 間 に は 常に 忠 張 関係 が 生じ て お り 、 表 面 的 に は 皇帝 が 絶対 権力 を 享受 し て 官僚 を 服従 させ て い 
まし た が 、 そ れ は 小 規 模 戦 闘 に は 勝利 し た が 戦争 全体 に は 敗北 し た よう な も の で 、 皇 帝 が 官僚 の ト 
ッ プ に 君臨 し て いた の は 形 だ け の こと が 多かっ た と 言え ます 。 次 に 、 中 華 帝 国 時 代 の 国有 企業 と 国 
営 企業 の 長い 歴史 も 記憶 し て お ぐ く 価 値 が あり ます 。 こ れ ら の 企業 が 生み 出し た 富 の 多く は 、 そ れ ら 
を 経営 する 官僚 た ちの 懐 に 入っ た と いう こと で す 。 こ の 官僚 制 の 一 部 の ブル ジョ ワ 化 は 、 中 国 帝 国 
の 時 代 に も 顕著 に 見 られ まし た 。 そ し て 、 そ れ は 国民 党 の 統治 時 代 に も 存在 し て いま し だ た 。 そ し て 
中 国共 産 党 支配 下 の 1979 年 [改革 開放 ] 以降 に 再び 出現 し 、 最 終 的 に は 中 国 資本 主義 の 支配 的 な 
特徴 と な っ た の で し た 。 


フエ ン テ ス : 中 国 は 、 帝 国 主義 大 国 に 共通 する 特徴 で ある 拡張 主義 的 な 特徴 も み ら れ る の で し ょ うつ か? 


司 龍 宇 : 強力 な 官僚 資本 主義 国家 ゆえ に 強い 拡張 傾向 が あり ます が 、 そ れ は 経済 的 に だ け で な ぐ く 政 治 的 に も 
いえ ます 。 こ う 考 えて み ま し ょ う 。 中 国 の 大 規模 な 資本 輸出 は 、 し ば し は 長期 投資 の 形 を と り ま す 
が 、 こ れ は 北京 が 自国 の 経済 的 利益 を 守る た だ ため に グロ ー バ ル な 政治 的 テコ を 必然 的 に 必要 と する こ 
と を 意味 し ます 。 こ れ は 客観 的 に 見 て 、 帝 国 主 義 的 な 論理 を 助長 し 、 後 発 国 を 支配 し 、 帝 国 主義 的 
な 先進 国 と 競争 する こと に な り ま す 。 

し か し 、 政治 的 な 拡張 主義 の 論理 も あり ます 。 中 国 は 1840 年 か ら 1949 年 まで の 100 年 間 、 
植民 地主 義 の 下 で 「 国 等 」 を 味わっ た た め 、 中 国共 産 党 の 支配 エリ ー ト だ た ち は 、 何 と し て も 国 を 紅 
くし よう と 敬 っ た の で す 。 習 近 平 の 「 中 国 の 夢 」 は 、 毛 沢 東 の 「 イ ギリ ス を 追い 越し 、 ア メリ カ に 
追い つく 」 と いう 夢 と 比較 し て 解釈 され る べき で し ょ う 。 こ の スロ ー ガ ン を 文字 通り に 解釈 すべ き 
で は あり ませ ん が 、 中 国 の 超 国 家主 義 的 な 支配 者 た ち は 、 中 国 が あと 100 年 も 二流 大 国 で あり 続 
ける こと を 認め な いで し ょ う 。 中 国 の 近代 史 と 党 の 大 漢 民族 主義 か ら 生 まれ た この 野 届 が 、 北 京 に 
世界 的 な 政治 的 影響 カ か を 求 め る よう 促し て いる の で す 。 中 国 が 今後 、 そ の 地位 を 固め る こと が で き 
れ ば 、 遅 か れ 早かれ 、 世 界 的 な 軍事 的 影響 カ を 求め る こと に も な る で し ょ う 。 

中 国 と 帝国 主義 に 関す る 議論 は 、 経 済 的 側面 だ け な く 、 政 治 的 側面 も 考慮 に 入れ な けれ ば な り ま 
せん 。 国 民 党 か ら 中 国共 産 党 に 公 る まで 、 中 国 の 近 現 代 史 の 支配 者 た ち は 皆 、 清 王朝 時 代 の 領土 と 
影響 力 を 回 復 し た いと 考え て きた の で す 。 北京 が 南 中 国 海 [日 本 政府 は 「 南 中 国 海 」、 中 国 や 台湾 で は 「 南 
海 」 と 呼ぶ ] の 「 九 段 線 」 ( 九 つ の 線 で 区 切ら れ た 領海) を 主張 する ずっ と 前 に 、 国 民 党 は すでに 同じ 
海域 の 「 十 一 段 線 」 の 領有 を 主張 し て いま し た 。 こ の 意味 で 、 中 国共 産 党 は 国民 党 の な し えな か っ 
だ 帝国 時 代 の 足跡 を た どっ て いる と いえ ます が 、 国 民 党 は 失敗 し まし た が 、 共 産 党 は 今 の と ころ は 
上 手 ぐ や っ て いま す 。 


フエ ン テ ス : 経済 的 側面 に 少し 焦点 を 当て ます が 、 これ は 、 多極化 世界 (※) の 支持 者 が 示唆 し て いる よう な 
中 国 が グロ ー バル ・ サ ウス 諸国 に 対し て 米国 帝国 主義 に 代わ る オル タナ ティ ブ を 提供 し て いる と 
言え ます が 。 

※ 訳注 : どこ か の 国 が 理 権 を と る の で は な く 、 多 極 化し た 国際 秩序 が 主流 と な る と いう 考え で 、 中 国 の 帝国 主義 化 と いう 批 

判 を か わす 役割 も 果たし て いる 。 


: 中 国 が グロ ー バ ル ・ サ ウス に と っ て ある 種 の オル タナ ティ ブ 的 役割 を 果たす と いう 考え 訪 に は 次 成 
で きま せん 。 ス リラ ンカ が 借金 を 返せ な く な っ た と き 、 中 国 が スリ ラン カ に し た こと を 見 て ほし い 
と 思い ます 。 中国 は 借金 の か た と し て 、 ス リラ ンカ か ら ハ ン バ ン ト タ 港 の 管理 権 を 譲ら せま し た 。 
中 国 の 企業 は 、 国 有 企 業 も 含め 、 一 般 的 に 他 の 帝国 主義 国 の 企業 より 良い こと を し て いる わけ で も 
悪い こと を し て いる わけ で も な い の で す 。 

し か し 、 私 た ち は こ の 問題 を 2 つの レベ ル で 分 析 す る 必要 が あり ます 。 中 国 は アメ リカ と 同様 、 
世界 の ほとん どの 国 と 関係 を 維持 し て いま す 。 こ の 2 つの 国 が 他国 と 築い て いる ーー つ ひ と つの 関係 
を 説明 で きる よう な 枠組 み 的 な 一 般 諭 は 存在 し て いま せん 。 中国 は まだ 世界 的 な 帝国 主義 と は 言え 
な い の で 、 な お の こと で す 。 中 国 の 膨張 主義 に 対す る 一般 的 な 批判 は 、 そ れ ぞ れ の 関係 を 具体 的 に 
分 析 す る こと を 妨げ る も の で は あり ませ ん 。 具 体 的 な 事例 に 直面 する た びに 、 私 た ち は 中 国 国家 の 
行動 、 そ し て すべ て の 大 国 の 行動 に 懐疑 的 で ある べき で す が 、 同 時 に 、 影 響 を 受け る 現地 の 人 尺 の 
声 ④ 関 心 に 特別 な 注意 を 払い な が ら 、 具 体 的 な 関係 を 分 析 す べき で し ょ う 。 一般 的 な 事象 と 具体 的 

な 事象 の 両方 を 天 利 に か け て 初め て 、 部 外 者 で ある 私 た ち は 、 中 国 国家 の や っ て いる こと が 正しい 
の か 間違っ て いる の か を 判断 する こと が で きる の で す 。 

例え ば 、 「 一 帯 一 路 」 構想 で す 。 こ の プロ ジェ クト に よる 中 国 の 海外 投資 の 一 部 は 、 他 国 に 利益 を 
も た ら す 可能 性 が あり ます 。 そ れ に 対す る 現地 の 人 及 の 声 は 、 私 た ち が 必 要 と する 最も 適切 な 情報 
を 提供 し て くれ て いま す 。 し か し 、 だ か ら と いっ て 「 一 帯 一 路 」 構 想 に 対す る 一 般 的 な 批判 を 取り 
下げ る べき だ と いう こと に は な り ま せん 。 特定 の プロ ジェ クト が どの よう な 利益 を も た ら す に せよ 、 
概して 「 一 帯 一 路 」 構 想 が 利潤 ベー ス の 論理 と 中 国共 産 党 の 一 枚 岩 的 体制 の 地政 学 的 利益 に よっ て 
推進 され て いる こと に 変わ り は あり ませ ん 。 特 定 の ケー ス で は ウィ ン ・ ウ ィ ン の シナ リオ が 生ま れ 
る か も し れ ま せん が 、 「 一帯 一 路 」 構想 が 最終 的 に 中 国 に と っ て 成功 に 終わ る か 失敗 に 終わ る か に か 
か わら ず 、 ほ と ん どの 参加 国 に と っ て ウィ ン ・ ウ ィ ン に な る 可能 性 は 極め て 低い で し ょ う 。 
総じて いえ ば 、 中国 が 21 世紀 初め に は じ め た だ た 「 走 出 去 (対外 進出 )」 戦略 は 中 国 の 外交 政策 の 明 
ら か な 反動 を 意味 し まし た (※)。 それ は 相対 的 に 進歩 的 だ っ だ 第 三世 界 主 義 か ら 転 換 し 、 中 国 企業 
の 商業 的 利益 と 北京 の 世界 的 影響 力 を 優先 する よう に な っ た の で す 。 発 展 途上 国 に お ける 中 国 の 評 
判 は 西側 諸国 ほど 悪く は な いと し て も 、 (毛沢東 が 提唱 し た ) 第 三世 界 に お ける 「 自 力 更生 」 的 な 発 
展 を 促進 する と いう 立場 か ら 、 第 三世 界 か ら 利益 を 得 よ うと する 反動 的 立場 に 費 的 な 変化 を 遂げ て 
いる こと は 明らか で す 。 さ ら に 、 中 国 が 市 場 や 資源 を めぐ っ て 西側 諸国 と の 競争 に 参入 する こと は 、 
必然 的 に 労働 権 や 環境 保護 に お ける 底辺 へ の 競争 を 加速 させ る で し ょ う 。 


※ 訳 注 : 21 世紀 初頭 の 中 国 の 対外 経済 進出 に つい て は 居 龍 宇 『 台 頭 する 中 国 その 強 紛 性 と 脆弱 性 』( 橋 植 書 房 
新 社 、2014 年 ) に 収録 され て いる 「 中 国 の 対外 経済 進出 」 を 参照 。 


フエ ン テ ス : これ ら を 踏ま える と 、 現 在 の 中 国 の 状況 に つい て 、 ど の よう な 見 解 を お も ち で し ょ うか が 。 


go 


龍 宇 


: これ ら す べ て を 考慮 する と 、 中 国 は 「 新 興 帝 国王 義 国 」 で ある と 言え ます 。 帝 国王 義 大 国 と し て の 


地位 を 固め る に は ほど 遠い で す 。 し か し 、 内 外 か ら の 挑戦 を 受け ず に 長く 放置 すれ ば 、 そ の 地位 を 
獲得 する 可能 性 を 秘め て いる と 言え ます 。 

私 は 、 新 興 帝 国 主 義 と いう 定義 に よっ て 、 あ る 種 の 誤り を 回 避 す る こと が で きる と 考え て いま す 。 
例え ば 、 中 国 と アメ リカ は 対等 で は な い の で 、 中 国 は 帝国 主義 的 で あめ る は ず が な く 、 ま だ 「 発 展 途 


上 国 」 と いう 規定 が 通用 する と 主張 する 人 が いま す 。 こ の よう な 主張 は 、 中 国 が 国内 的 に 、 そ し て 
世界 的 に も 絶え ず 変化 し て いる 状況 を 捉え る こと に 失敗 し て いる と 言え ます 。 例 えば 、 わ ず か ら 50 
年 足ら ず で 工業 大 国 へ 飛躍 で きた こと は 、 現 代 史 に お いて 中 国 の 他 に 前 例 が あり ませ ん し 、 普 通 の 
途上 国 に は まね で き な い で し ょ う 。 

だ か ら こ そ 、 中 国 に 関し て は 、 普 遍 性 と 特殊 性 の 両 廊 を 把握 する 必要 が ある の で す 。 中国 が 帝国 
主義 大 国 へ と 発展 する 可能 性 は 計り 知れ ませ ん 。 ま た 、 か つて 半 植 民 地 だ っ た 国 が 新興 帝国 主義 諾 
へ と 転換 を 遂げ た こと も 、 ま た 初め て で し ょ う 。 さ ら に 、 中 国 は 後進 国 で も ある 、 と いう 問題 に 直 
面 し な けれ ば な り ま せん 。 これら の 要因 は 、 そ の 発展 に 部 分 的 に 寄与 し て いる 可能 性 が あり ます が 、 
特定 の 側面 で は 、 十 分 に 効率 的 に 発展 する 能力 を 、 そ し て より 重要 な こと は 、 よ り バ ラン ス の 取れ 
た 方 法 で 発展 する 能力 を いま も 麻痺 させ 続け て いる と いう こと で す 。 

中 国共 産 党 は 、 中 国 を 安定 し た 持続 可能 な 帝国 主義 国家 と し て 強化 する 前 に 、 い くつ か の 根本 的 

な 障害 を 克服 し な けれ ば な り ま せん 。 習 近 平 一 派 は 、 中 国 が 帝国 主義 的 野望 を 達成 する 前 に 、 植 民 
地 時 代 の 負 の 遺産 と 中 国 の 後進 性 の 重荷 を 克服 し な けれ ば な ら な いこ と を 知っ て いま す 。 だ か ら こ 
そ 北京 は 、 台 湾 の 「 回 収 」 を 自国 の 安全 保障 に と っ て 戦略 的 な も の と 考え て いる の で す 。 日 本 が 
1895 年 に 台湾 を 奪っ て 以来 、 台 湾 が 中 国 本 土 か ら 切 り 離 され た まま で ある と いう 事実 は 、 中 国共 
産 党 を 悩ま せ て いま す 。 

ここ で も また 、 中 国 の 「 植 民 地 の 遺産 」 を 扱 つ ろ 際 に は 、 大 雑 把 な 一 般 論 は 役に立ち ませ ん 。 む し 
ろ 具 体 的 な 分 析 が 必要 な の で す 。 と いう の も 、 中 国 の 「 植 民 地 の 遺産 」 が すべ て 、 中 国 の 発展 の 重 
荷 に な っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 た と えば 香港 の ケー ス で す 。 香港 は 自治 権 に よっ て 英国 の 法 
制度 を 維持 し て いま す が 、 こ れ は 間違い な く 植 民 地 時 代 の 遺産 で す 。 中 国 は 国家 安全 保障 と 愛国 主 
義 を 大 義 名 分 と し て 、 香 港 の 旧 植 民 地 法制 度 を 攻撃 し て いま す 。 し か し 、 民 衆 か ら 見 れ ば 、 英 国 の 
法制 度 に いか に 欠陥 が あろ うと も 、 中 国 の それ より は は る か に まし な の で す 。 し か も 、 香 港 の 旧法 
制度 を 破壊 する こと は 、 官 僚 資 本 主義 の 集団 的 利益 を 害する こと に も な り ま す 。 ま さ に この 植民 地 
時 代 の 遺産 が 、 こ の 都市 が 今 人 
す 。 中国 の 対外 直接 投資 の 半分 は 香港 を 経由 し て いま す 。 習 氏 は 、 少 な く と も 今後 の 一 時 期 は 香港 
の 自律 資本 主義 な し に は 「 中 国 の 夢 」 を 達成 する こと は で き な い で し ょ う 。 

これ は 、 今日 の 中 国 に お いて 最も 顕著 な 矛盾 を も た ら し ます 。 習 近 平 は 、 中 国 が 近代 化 の 面 で 大 
きく 飛躍 する こと を 望ん で いま す 。 し か し 、 習 近 平 に は その 葛 を 首尾 一 買 し た 実行 可能 な 計画 に 変 
える だ け の 知識 も 現実 的 政策 も あり ませ ん 。 香 港 の こと で は 「 自 分 の 足 を 撃つ 」 と いう 愚か な 行為 
が 、 党 の 文化 的 後進 性 を 反映 し て いま す 。 安 定 し た 権力 継承 を 確立 で き て いな いこ と も 一 つの 例 で 
す 。 個 人 的 な 忠誠 収 と 指導 者 崇拝 と いう 政治 文化 を 刷新 する こと に 党 が 失敗 し て いる こと を 考慮 す 
る な ら ば 、 帝 国 主義 勢力 の 響 宴 に お いて 、 中 国 が その 地位 を 強化 する の に な ぜ 困 難 に 直面 し て いる 
の が が わか る で し ょ う 。 


フエ ン テ ス : 南 中 国 海 に お ける 中 国 の 行動 が 、 ア ジア 太平 洋 地域 に お ける 緊張 と 軍事 化 に どの よう に 影響 し 


賠 


龍 宇 : 


て いる の で し ょ うか が 。 


中 国 の 南 中 国 海 に お ける 「 九 段 線 」 の 領土 的 主張 は 、 政 治 的 に も 軍事 的 に も 中 国 の 海外 進出 の 始ま 
り で あり 、 根 本 的 な 転換 点 で あっ た と いえ ます 。 第 一 に 、 中 国 の 主張 は まっ だ ぐ 不 当 だ と いう こと 
で す 。 例 えば 、 中 国政 府 は 釣魚 台 [ 失 痢 諸島 ] の 領有 権 も 主張 し て いま す 。 そ ぞ そこで は 、 い わ ゆ る 国際 
法 上 、 あ る い は 左翼 の 観点 か ら 見 て 、 中 国 に は より 強力 な 主張 が ある 一 旋 、 日 本 に は ほとん ど 何 の 
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フエ ン テ ス : 南 中 国 海 に お ける 中 国 の 行 


[=] 
oo 
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根拠 も ちな いと 少な く と も 言え る で し ょ う 。 日 本 の 主張 と は 単に 米国 と 同盟 を 結ん だ 日 本 こよ る 帝国 
主義 の 主張 に 過ぎ な いか ら で す [訳注 : た だ だ し 、 そ こ に は さら に 併 呑 し た 琉球 王朝 や 台湾 、 侵 略 戦争 に よる 清 
王朝 や 朝鮮 王朝 と の 関係 と いう 日 本 帝国 主義 固有 の 問題 も ちる ]。 それ と は 対照 的 に 、 Co 
て 、 自 国 の 主張 する 九段 線 全域 を 効果 的 に 統治 し た こと は あり ませ ん ( 西 沙 島 な ど 一 部 の 島 を 除い 
て )。 南 中 国 海 の 大 部 分 に 対す る 中 国 の 主張 は 正当 化 さ れ な い だ け で な く 、 一 帯 一 の 
ロー バル 経済 に 向かう 野 応 と 部 行 し て 行わ れる アジ ア に お ける 形 権 的 な な 野望 を 表明 する も の と 言え 
ます 。 NN es 


MYANMAR 


し 、u0s の 


動 は 、 主 に 防衛 的 な も の で ] wu \ 0 i a 條 

あり 、 こ の 地域 に お ける ア ペ シン md CM Free 
メリ カ の 軍事 化 に 対す る 緩 重い 2 

衝 地 帯 を 作る こと を ち 目 的 と < 
し て いる と 主張 する 人 も い 議 還 較 

ます が 、 こ の 主張 に は どれ 

ほど 正当 性 が ある の で し ょ は 
つか 。 MALAYSIA | 


INDONESIA 
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: それ は 、「 九 段 線 」 の 領有 を 主張 する 以前 の 中 国 の 行動 に は 当て は まる と 思い ます 。 し か し 、 中 国 
が 防衛 的 な 行動 を と り 続 け 、 単 に アメ リカ の 侵略 に 対 記 し て いる の だ と 仮定 し た と し て も 、 そ の 地 
域 は 中 国 の も の で は な いで すし 、 周 辺 諸国 が 領有 権 を 主張 し て いる 巨大 な 領域 を 侵略 する こと に よ 
っ て 、 中 国 の 主張 が 防衛 的 な 手段 だ と いう こと は で き な い で し ょ う 。 こ れ は 、 数 百年 来 の あい だ 中 
華 錠 国 か ら 侵 略 さ れ て きた だ 国家 を 含 お 、 東 南ア ジア の いく つか の 国 の 海洋 経済 水域 へ の 侵略 で あ 
り 、 そ れ は 防衛 的 な も の と は みな され な いで し ょ う 。 

また 、 特 に 中 国 国内 お よび 国際 的 な 状況 が 急速 に 変化 し て いる こと を 考え れ ば 、 防 衛 的 な 行動 と 

撃 的 な 行動 を 隔て る 万 里 の 長城 は 存在 し な いこ と に 注意 が 必要 で す 。 今日 、 北 京 は アメ リカ と 
界 的 な 争い を 始め る 意図 も 能力 も 持っ て いま す 。 官 僚 の 集団 的 利益 と いう 観点 か ら 見 れ ば 、 習 近 平 
が 部 小平 の 「 萬 光 養 上 (と うこ う よ う か い )」 ( 能 あ る 鷹 は 爪 を 隠し て 時 宜 を 待つ ) と いう 忠告 を 早々 に 捨て 
た こと は 明らか で す 。 

も ちろ ん 、 こ の 地域 に お ける アメ リカ 帝国 主義 軍国 主義 に は 反対 し 続け な けれ ば な り ま せん が 、 
それ は 中 国 の 帝国 主義 の 台頭 を 支持 し た り 、 沈 黙 し た りす る こと を 意味 すべ き で は あり ませ ん 。 中 
国 が アメ リカ 希 国 主義 の 地位 に どれ だ け 近 づい て いる か どう か は 、 こ の 点 で は 決定 的 な 問題 で は あ 
り ま せん 。 


フエ ン テ ス : 米 中 の 皿 張 関係 の 中 で 台湾 は どう 位置 づけ られ る の で し ょ うか が 。 


go 


mm は 


『 宇 


: ここ で の 根本 的 な 問題 は 、 中 国 が 台湾 に 対す る 領有 権 を 主張 する 際 、 人 台湾 の 人 有 尺 の 意向 が まっ た く 
考慮 され て いな いこ と で す 。 こ れ が 最も 重要 な 点 で す 。 米 中 間 の 緊張 と いう 問題 も あり ます が 、 そ 
れ は 二 次 的 な 問題 で 、 こ うし た 緊張 は 根本 的 な 問題 と は 直接 関係 が あり ませ ん 。 

台湾 人 に は 歴史 的 に みて も 自決 権 が あり ます 。 理由 は 簡単 で す 。 台 湾 の 人 々 は その 独特 な 歴史 に 
より 、 中 国 大 陸 の 人 だ 々 と は 大 きく 異な っ て いる か ら で す 。 民 族 的 に 言え ば 、 台 湾 人 の ほとん ど は 中 
国人 (華人 ) で す 。 し か し 、 オ ー ス トロ ネシア 民族 と し て 知ら れる 原 住民 (※) が お り 、 彼 ら は 台 


湾 を 含 の 東南 アジ ア の 大 部 分 に 何 千年 も 住ん な で いま す 。 中 国政 誰 は この 事実 に つい て 決し て 言及 し 
ませ ん し 、 人 台湾 は 常に 中 国 に 領有 され て いた だ か の よう に 装っ て いま す 。 し か し これ は 真実 で は あり 
ませ ん 。 先住 民族 は は る か に 古く か ら 台 湾 で 生活 し て お り 、 彼 ら の 権利 は 尊重 され な けれ ば な り ま 
せん 。 


※ 訳 注 :「 も と か ら 住 ん で いる 」 と いう 意味 が ある 「 原 住民 」 と いう 呼称 へ の 変更 を 原 住民 側が 求め て 1994 
年 の 憲法 改正 で 「 原 住民 」 が 法 的 呼称 と な っ た 。 


民族 的 な 中 国人 に 関し て 言え ば 、 実 際 に は 2 つの 異な る グル ー プ に カテ ゴ ラ イ ズ さ れ ま す 。 絶対 
的 な 少数 派 で ある 約 15% は 、 中 国 革 病後 の 1949 年 に 初め て 台湾 に 移住 し て きま し た [いわ ゆる 
「 外 省 人 」 の こと ]。 それ 以外 の 大 多数 の 中 国人 は 人 台湾 に 400 年 以上 住ん で きた 人 だ の 子孫 で す [いわ 
ゆる 「 内 省 人 」 の こと ]。 こ の 状況 は 香港 と は 大 きく 異な り ま す 。 香港 で は 、 人 口 の 大 部 分 が 中 国 本 土 
に 親戚 が いて 、 依 然 と し て 中 国 本 土 を [祖先 伝来 の ] 改 卿 だ と 考え て いる 人 が 多数 を 占め て いま す 。 
台湾 で は 、 ほ と ん どの 人 は も う 中 国 本 土 と その よう な つなが り を 持っ て いま せん 。 そ の よう な つ な 
が り は 何 百 年 も 断 た れ て きま し た 。 し か も 台湾 は 長年 に わた り 事 実 上 の 独立 し た 国家 で し た 。 し た 
が っ て 、 台 湾 は 自己 決定 に 対す る 歴史 的 な 権利 を 持っ て いる の で す 。 

状況 は 完全 に 比較 で きる も の で は あり ませ ん が 、 香 港 に も 同じ こと が 言え ます 。 15O 年 も の 間 、 
香港 の 歴史 的 軌跡 は 中 国 本土 の そ れ と は 大 きく 異な っ て いた こと を 忘れ て は な り ま せん 。 こ の 点 を 
否定 する 人 は いま せん し 、 私 た ち (香港 人 の ) 自決 権 を 否定 で きる 人 も いな いで し ょ うっ う 。 

も ちろ ん 、 こ れ ら すべ て が 米 中 間 の 緊張 が 関係 し て いる こと は 事実 で す 。 そ の 意味 で は 、 ウ クラ 
イナ 情勢 と 似 て いる と いえ る か も し れ ま せん 。 ウクライナ の 場合 も 、 [米国 と の 関係 を 考慮 し て ] ロシア 
を 支持 する 人 や 中 立 の 立場 を て と る 人 が いま す が 、 そ の よう な 立場 は 間違っ て いる と 思い ます 。 米国 
が 世界 帝国 で あり 、 あ ら ゆ る 場所 で 自ら の 目的 を 追求 し て いる こと は 間違い あり ませ ん 。 欧 米 の 左 
翼 の 中 に は 、 ウ クラ イナ を 支持 する こと で 自国 の 帝国 主義 政府 に 同調 し て いる と 見 られ た く な い の 
で ウクライナ を 支持 し た く な いと いう 人 が いま す 。 し か し 、 私 た ち が 小 国 の 自決 権 を 支持 する こと 
それ 自体 は 、 そ れ が 独立 し た 立場 で ある 限り 、 ア メリ カ 政 府 を 支持 する こと に は な り ま せん 。 こ の 
SE アメ リカ が 台湾 を 支持 し て いる か ら と い 
っ て 、 台 湾 人 民 の 自決 権 を 支持 し な いと いつ こと に は な ら な い は すず で す 。 

私 た ち が 台 湾 の 自決 権 を 支持 する 原則 は 、 i われ われ の 立場 が 時 
と し て アメ リカ の アジ ェ ン ダ と 一 致す る か ら と いっ て 、 2 い の で 
す 。 ア メリ カ の 左翼 が 自国 の 支配 階級 に 反対 する こと は 当然 で す が 、 そ の 国内 的 立場 を 世界 の 他 の 
I A NR NN り ま せん 。 この 両者 は 分 け 
て 考え な けれ ば な り ま せん 。 こ の よう に 混同 し た 政治 的 見 解 は 、 徴 慢 さ を 反映 し て いる と 同時 に 、 
自国 の 支配 階級 に 対す る 無力 感 を 反映 し て いる と も 言え ます 。 


フエ ン テ ス : 台湾 ざ 南 中 国 濁 に 関し て 、 左 翼 は どの よう な 連帯 キャ ン ペ ー ン に 力 を 入れ る べき で し ょ うか 。 


賠 


龍 宇 : 


この 地域 (私 は ここ に 香港 を 加え だ いと 思い ます ) に お ける 連帯 活動 に は 少な く と も 以下 の 3 点 が 
含ま れる と 思い ます 。 台 湾 と 香港 の 人 だ 々 の 自決 権 を 尊重 する こと 、 南 中 国 海 に お ける 中 国政 府 の 
「 九 段 線 」 の 主張 に は 根拠 が な いこ と を 認め る こと 、 そ し て この 2 点 に つい て 中 国政 府 と 対抗 す 
る 主体 は 、 台 湾 、 香 港 そ し て 九段 線 に 関連 する 地域 の 民衆 だ と いう つこ と で す 。 米国 に 関し て は 、 そ 
の 動機 に 懐疑 的 で あり 続け る べき で す が 、 や は り 特 定 の 問題 に 関し て は 、 す べ て の 長所 と 短所 を 具 


体 的 に 比較 検討 し 、 そ し て 何より も 民衆 の 願い を 考慮 し な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 

例え ば 、 台 湾 が アメ リカ か ら 武 器 を 購入 する 問題 が め り ま す 。 あ ら ゆ る 戦争 シミ ュ レ ーション に 
よれ ば 、 台 湾 は 中 国 の 侵攻 に 1 週間 以上 、 最 悪 の シナ リオ で は 数 日 以上 抵抗 する こと が で き な い こ 
と を 認識 する 必要 が あり ます 。 台 湾 政 誰が アメ リカ 政府 か ら 武 器 を 購入 する 必要 が ある の は 明らか 
で す 。 こ れ は いずれ も 、 ア メリ カ の 利益 を 台湾 の 利益 に 優先 する と いう 意味 で は あり ませ ん 。 中国 
政府 に 抵抗 する 勢力 の な か で 、 私 た ち は 直 接 影響 を 受け る 人 及 に 、 つ まり 台湾 、 香 港 、 南 中 国 海 と 
その 周辺 諸国 の 人 及 に 連帯 する の で す 。 


フエ ン テ ス : 対 中 戦争 の 一 環 と し て 、 欧米 の 指導 者 た ち は ナ ショ ナリ ズム と 反 中 国 レ イシ ズム を 煽る ろう と し て 
きま し た 。 これ に 対し 、 左翼 の 中 に は 自国 政府 の 反動 的 な キャ ン ペ ー ン に 加担 し な いよ う 、 中国 
へ の 批判 を 封 し よう と する 者 も いま す 。 西側 の 左翼 は 、 中 国 の 無 批判 的 な 支持 者 に な る こと な く 、 
自国 政府 の プロ パガン ダ に 反対 する こと が で きる と 思い ます が 、 ど うお も いま すか 。 


品 龍 宇 : 問題 の 核 収 は 、 陣 営 論 者 の 「 反 帝国 主義 」 と いう 考え 方 が 、 新 興 の 帝国 王 義 を 見 過ごし 、 旧 帝国 主 
義 だ け を 標的 に し て いる と いう 点 で 中 途 半 敵 で ある だ け で な く 、 国 家中 心 主 閉 で ある と いう こと で 
す 。 彼 ら は 、 国 家 よ り も 労働 者 階級 を 優先 すべ き で ある こと を 忘れ て いる の で す 。 労 働 者 人 民 こ そ 
が 主体 な の で す 。 こ れ は 「 労 働 者 国家 」 で あろ うと 同じ で す 。 

真 の 社会 主義 者 は 民衆 を 中 心 に 考え る べき で す 。 中 国共 産 党 が 中 国 の 労働 者 を どの よう に 扱っ て 
いる か を 見 よう と せ ず 、 北 京 の プロ パガン ダ を 繰り 返す こと で 満足 し た り 、 労 働 者 の 声 に 耳 を 傾け 
よう と し な か っ だ た りす る 人 は 、 真 の 社会 主義 者 で は な いで し ょ う 。 そ の よう な 人 尺 は 、 あ る 特定 の 

国家 を 奉り 、 そ れ を 自国 の 帝国 主義 政府 に 対す る ある 種 の 防波堤 と みな し て いる だ け な の で す が 、 
それ は 彼ら が 無 カ で ある が ゆえ に 、 単 に 自分 た ちの 羽 理 的 願望 を 満た そう と し て 、 自 国 支配 階級 と 
対立 する 他 の 国 を 賞賛 し 、 抑 圧 に 直面 し て いる 国 尺 を 見 捨て て し まう の で す 。 

し か し 、 大 漢 民 族 主義 を 支持 し た り 容 認 し た りす る こと で 、 上 自国 の ナシ ョ ナリ ズム を 打ち 負かす 
こと は 決し て で きま せん 。 我 久 は 、 抑 圧 さ れ た 国々 の ナシ ョ ナリ ズム を 、 一 定 の 範囲 内 で 支持 する 
こと は で きま す 。 し か し 飼 日 、 漢 民族 は 外国 か ら 抑圧 され て いる の で は な ぐ く 、 自 国 の 政府 か ら 抑 圧 
され て いる の で す 。 そ れ ゆ え 、 大 漢 民族 主義 に は 進歩 的 な 価値 は あり ませ ん 。 

さら に 言え ば 、 中 国共 産 党 の 「 愛 国 主 義 」 は 一 種 の 民族 ナシ ョ ナリ ズム で あり 、 より 反動 的 で す 。 
それ は ファ シズ ム が 実践 し た も の と 似 た よう な 一 種 の 統制 (いわ ゆる 「 大 一 統 」 ※) を 求め て お り 、 
そこ で は 人 及 の 思想 は 政府 の 管理 下 に 置か れ な けれ ば な ら ず 、 政 府 の 価値 観 を 宣伝 し な い 書 物 は 禁 
止 さ れる の で す 。 


※ 訳 注 : 大 一 統 (だ いい っ と う ) : 紀元 前 の 偽 家 の 経典 『 春 秋 公 壮 伝 』 に ある 言葉 で 、 も と も と は 中 国 の 社会 安定 や 
幸福 追求 、 政 治 的 聡明 を 意味 し た が 、 後 に 施政 者 に より 、 中 華 の 歴史 や 文化 を 有する の が 中 華 民 族 で あり 、 中 華 
の 土地 で ある 、 と いう 思想 に 置き 換え られ だ た (ウィ キ ペ ディ ア よ り )。 


この よう な 漢 民 族 ナ ショ ナリ ズム に つい て 沈黙 する こと は 、 漢 民族 の 計り 知れ な い 悲 劇 [近代 史 に 
お ける 侵略 され た 歴史 ] を 忘れ る こと に 等 し いで し ょ う 。 中 国 の 席 民 の あい だ で は 「 自 分 た ち は 共 産 党 
に よっ て 収穫 され る の を 待っ て いる 華 に 過ぎ な い 」 と いう 自 過 的 用 語 が 語ら れる くら い 自 国 支配 者 
に よる 抑圧 が 墓 延 し て いま す 。 そ し て 少数 民族 は より 残忍 に 弾圧 され て いる の で す 。 

中 国 の よう な 企 体 主 義 国家 を 支持 し た り 、 批 判 を 控え だ たり する こと は 墓穴 を 掘る こと に な り ま す 。 
それ は 国際 主義 に 対す る 裏切り で あり 、 左 翼 の 信頼 を 傷つけ る で し ょ う 。 国際 主 義 と は 何より も ま 
ず 、 国 境 を 越え だ 労働 者 の 連帯 の こと で あり 、 国 家 間 の 友好 が 優先 され る わけ で は な い の で す 。 で 
すか ら 国 家 間 の 関係 を 考え る に は 、 労 働 者 の 連帯 と いつ 立場 に 基づい て 判断 すべ き な の で す 。 を る 


な 
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